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１
月
８
日(

土)

に
２
年
生
の
修
学
旅
行
の
中
止
が
決
定
し
た
。
今
号
で

は
、
校
長
先
生
や
実
施
に
向
け
て
尽
力
し
た
実
行
委
員
の
生
徒
へ
の
取
材

の
様
子
を
お
届
け
す
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

(

２
年
生
共
同
取
材) 

は｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
新
規
感
染
者
が
増
加
し
て
い

る
た
め
で
す｣

と
話
す
。
12
月
は

新
規
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に
な

り
、
修
学
旅
行
を
行
え
る
と
い
う

判
断
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
年
末
か

ら
増
加
傾
向
に
転
じ
た
た
め
、
中

止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
１
月
７
日(

金)

の
東
京

都
知
事
の
記
者
会
見
で｢

今
回
の

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
感
染
力
が
高

く
、
十
分
注
意
し
て
ほ
し
い｣

と
い

う
話
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
理
由
の

１
つ
だ
と
い
う
。
東
京
都
で
の
感

染
者
の
増
加
に
加
え
、
今
ま
で
あ

ま
り
感
染
者
が
出
て
い
な
か
っ
た

山
形
県
、
宮
城
県
で
も
感
染
者
が

増
加
し
て
お
り｢

集
団
で
感
染
す

る
と
、
現
地
で
足
止
め
さ
れ
て
し

ま
い
、
地
域
医
療
に
負
荷
を
与
え

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

こ
と
も
懸
念
事
項
と
し
て
あ
り
ま

し
た｣

と
松
林
校
長
先
生
。
ま
た
、

山
形
県
や
宮
城
県
の
方
か
ら
修
学

修
学
旅
行
が
中
止
に
な
っ
た
こ

と
を
受
け
て
１
月
17
日(

月)

に
、

松
林
博
之
校
長
先
生
に
取
材
を
し

た
。
中
止
が
決
定
し
た
の
は
始
業

式
の
あ
っ
た
１
月
８
日(

土)

の

朝
。
中
止
に
し
た
理
由
に
つ
い
て

旅
行
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
の
心

配
の
声
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

修
学
旅
行
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は｢

次
の
年
に
は
状
況
が
改

善
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

期
待
が
あ
っ
た
た
め
、
昨
年
度
と

同
じ
時
期
に
修
学
旅
行
を
計
画
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で

す｣

と
松
林
校
長
先
生
は
語
る
。

｢

来
年
は
時
期
を
変
え
ざ
る
を
得

な
い
と
思
い
ま
す｣
と
話
し
た
。 

 

チーフとしたのは「ビー玉」だそうで「この学年は行事があま

りできておらず、思い出をつくれていません。夏にビー玉をも

らうのが好きだった思い出から連想して、ビー玉をモチーフ

にしました」と語る。また、デザインをする際に意識したこと

については「蔵王は調べてみて綺麗だったので、その美しさを

どのように T シャツに活かすかを意識しました」と話す。業

者の方とも直接相談し、色使いなどの話し合いを重ねていた

そうだ。修学旅行の中止が決定して「先生方も協力してくれて

いたので、中止になってしまい残念です」と話した。     (烏) 

 

修学旅行でスキーのインスト

ラクターの方々に渡す予定だっ

たＴシャツのデザインを担当し

た阿部まな心さん(２E)に取材

をした。立候補しようと思った

理由について「もともと美術が

好きで、クラスでもクラスＴシ

ャツ係を担当していました。学

年でもそのようなことがあると

聞いてやってみようと思ったか

らです」と話す。Ｔシャツのモ

「生徒の安全や家庭への負担も考え、この決断をしました」 

5日目「震災語り部バス」にて 

訪問予定だった福島県の高野会館 

インストラクターの方に
渡す予定だったＴシャツ 

２
年
生
の
修
学
旅
行
中
止

に
至
っ
た
経
緯
や
、
実
行
委

員
に
今
の
思
い
を
取
材 

し
ま
し
た 

修学旅行の代替行事が、２月２日(水)に開催されるこ

とが決まった。今回はＨＲ委員長の郡司駿斗さん(２Ｌ)を

取材した。 

この日は６時間のうち、東北の方とのオンライン交流

会、クイズ、ビンゴなどの学年レク、探究学習「ｌｏｃｕｓ」をそ

れぞれ２時間行うという。レクについて「修学旅行で行う予

定だったものはできる限りやりたいと思い、決定しました」と

語った。ビンゴの景品は東北のお土産を予定しているそう

だ。そして、この日の昼食は、修学旅行４日目に松島で食

べる予定だった牛タンの弁当を取り寄せることも決定した。牛タン弁当が食べられない生徒の

ためにほかの種類の弁当も用意されている。「東北のグルメを味わいたいという意見が挙がり、

先生と協力して決めました」と郡司さん。「今回の代替行事で少しでも良い思い出を作ってほ

しいです」と話した。                                         (麦) 

代替行事の開催を 

知らせるポスター 
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郡司 駿斗さん(２Ｌ) 
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新型コロナウイルスの

影響による修学旅行の中

止を受け、実施に向けて各

分野の最前線で活躍した

生徒に今の思いを取材し

た。  (2 年生共同取材) 

赤峰さんは修学旅行の中止を受けて

「中止判断までの経緯を聞いて納得でき

ましたが、5８回生は多くの行事がなくなっ

てしまい修学旅行をとても楽しみにしてい

たので、やはり残念な気持ちがあります｣と

話した。 

用具･集計係は主にスキー実習時のレ

ベル希望調査やスキー用具の試着の準備、サイズ表の集計を行ったそうだ。

係で集まってスキー用具の試着を準備した際に、みんなが試着しやすいよう

にスキーウェアのサイズ分けをしたり、靴をサイズ順に並べ直したりするのが

大変だったという。 

２年生に向けて「これからできる行事の中でたくさん思い出を作っていき

ましょう！｣と思いを語った。                                    (千) 

 

「３学期が始まる前からコロナ感染者が

増加していたので、修学旅行が中止にな

るかもしれないとは思っていました」と話す

大久保さん。ＰＲ係として Classiの活用や

ＰＲ方法の議論をするなど、精力的に活動

したそうだ。また、蔵王に関するクイズの作

成や下調べをするために、多い時で週に

２、３回集まって活動していたという。ＰR 動

画はすでに２本配信されており、１月も引

き続き作成し、配信する予定だった。「修学旅行が中止になって、配信できず

残念です」と語る。 

大久保さんは２年生へ向けて「ＰＲ係としての最後の仕事をやり遂げたい

ので、修学旅行ができなかった分の代替行事で、是非私たちが作成してい

たクイズで楽しんでもらいたいです」と話した。                    (甘) 

修学旅行が中止になったことを受けて

金田さんは「今まで宿泊行事がなかった

ので残念です」と語る。しおり係は主に修

学旅行のしおりの「生徒ページ」を作成す

る係だ。金田さんがしおりを制作する際に

楽しかったことは、アンケートの内容を考え

ることだという。「修学旅行には行けなくな

ってしまったけれど、クイズや心理テストな

ど、楽しめるページもあるので見てほしいです」と金田さん。特に見てほしい

ページは蔵王や松島の情報をまとめたページだそうだ。金田さんは２年生

に向けて「修学旅行という高校生活の一大イベントが中止となってしまいま

したが、まだ学校生活は続くので、一緒に楽しみながら過ごしましょう」とメ

ッセージを送った。                                          (紅) 

 

 

 

修学旅行の直前での中止を受けて郡司

さんは「５８回生はまだ大きな行事を実施で

きておらず、ようやくできると思っていたので

残念です」と話す。ＨＲ委員会では、これま

で、５回程集まり、修学旅行で行うレクの内

容を決めていたという。修学旅行では、クイ

ズ大会、ビンゴ、お絵かきを４日目の夜に松

島のホテル大観荘で行う予定だったそうだ。

「コロナ禍なので、大声を出さずに楽しめるものを選びました」と郡司さん。

種目を決める際に苦労したことについては「やりたいことはたくさんありま

したが、コロナ禍のため大声禁止などの規制が多く、実施可能なものの中

から決定するのに時間がかかりました」と語った。 

また、２月２日(水)に修学旅行の代替行事の開催が決定した。詳細は表

面囲み記事で紹介する。                                    (麦) 

 

 

 

 

「代替行事を楽しみたいです」 「時間をかけて作ったので、

しおりを見てください」 

「制限の多い中レクを決め

るのは大変でした」 「ぜひクイズを楽しんで
ほしいです」 

ＨＲ委員 チーフ 

しおり係 チーフ 金田 悠花さん(２Ｊ) 用具・集計係 チーフ 赤峰 礼菜さん(２Ａ) 

ＰＲ係 チーフ 大久保 夕彩さん(２Ｄ) 

写真提供：上原 啓先生 


